
（
一
）

秦
佐
八
郎
は
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
三
月
二
十
三
日
石
見
国
美
濃
郡
都
茂
村
（
現
在
の
美
濃
郡
美
都
町
）
の
山
根
道
恭
の
八
男
に
生
ま

れ
、
小
学
校
卒
業
間
近
に
同
村
で
十
二
代
続
い
て
い
る
医
家
、
秦
徳
太
の
養
子
と
な
る
。
小
学
校
を
了
え
る
と
益
田
町
の
私
塾
で
英
語
を
学

び
、
同
二
十
四
年
岡
山
第
三
高
等
学
校
（
後
の
岡
山
大
学
医
学
部
）
に
入
学
し
た
。
在
学
中
よ
り
俊
才
の
誉
れ
高
く
、
同
二
十
八
年
医
学
校

を
卒
業
後
、
兵
役
（
一
年
志
願
兵
）
を
了
え
て
岡
山
県
立
病
院
の
助
手
と
な
り
、
井
上
善
次
郎
教
授
に
内
科
学
を
、
荒
木
寅
三
郎
教
授
（
後
の

京
都
大
学
総
長
、
国
。
弓
①
‐
、
①
く
］
９
の
弟
子
）
に
医
化
学
を
学
び
、
一
年
四
カ
月
後
に
荒
木
博
士
の
推
薦
で
上
京
し
て
北
里
柴
一
二
郎
博
士
の
主

宰
す
る
私
立
伝
染
病
研
究
所
に
入
所
し
て
細
菌
学
を
学
ん
だ
。
同
三
十
二
年
わ
が
国
で
最
初
に
発
生
し
た
．
へ
ス
ト
の
流
行
に
際
し
て
、
彼
は
伝

染
病
研
究
所
の
実
験
室
に
お
け
る
研
究
の
ゑ
な
ら
ず
発
生
現
場
の
和
歌
山
県
湯
浅
地
区
に
赴
き
防
疫
に
携
わ
り
、
同
四
十
年
迄
の
八
年
間
研
究

（
一
一
、
二
一
）

防
疫
に
従
事
し
て
数
々
の
業
績
を
あ
げ
た
。
一
方
、
こ
の
頃
（
同
三
十
六
年
）
彼
の
発
表
し
た
論
文
「
細
菌
酵
素
及
び
そ
の
抗
体
に
つ
い
て
」

は
細
菌
酵
素
の
免
疫
に
関
す
る
先
駆
的
業
績
と
し
て
内
科
の
酵
素
学
の
成
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
回
一
千
七
年
日
露
戦
争
が
勃
発
す
る
や
、

召
集
さ
れ
満
州
に
従
軍
し
た
が
、
翌
三
十
八
年
似
島
検
疫
所
に
転
勤
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
こ
で
帰
還
兵
、
捕
虜
等
の
防
疫
に
従
事
中
、
真
空
ホ
ル

マ
リ
ン
消
毒
法
を
考
案
し
た
。
こ
れ
は
当
時
陸
軍
式
消
毒
法
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
、
ド
イ
ツ
で
も
使
用
さ
れ
た
。

特
別
寄
稿

一

前

編

秦
佐
八
郎
の
生
涯
と
業
績

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
三
巻
第
三
号

昭
和
六
十
二
年
七
月
三
十
日
発
行秦

藤
樹

昭
和
六
十
二
年
六
月
五
日
受
付
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明
治
四
十
（
一
九
○
七
）
年
彼
が
三
十
四
歳
の
折
、
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
の
第
十
四
回
万
国
衛
生
及
び
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
総
会
に
北
里
所
長
に

代
っ
て
「
日
本
に
お
け
る
。
へ
ス
ト
の
流
行
と
予
防
に
つ
い
て
」
の
報
告
を
行
い
、
そ
の
後
コ
ッ
ホ
〆
。
ｇ
研
究
所
に
入
所
、
ワ
ッ
セ
ル
マ
ン

シ
ミ
脚
朗
の
寓
目
騨
昌
目
の
も
と
で
免
疫
の
研
究
を
一
カ
年
、
モ
ア
ビ
ッ
ト
病
院
の
ヤ
コ
ビ
ー
旨
８
９
の
所
で
三
カ
月
間
勉
強
後
、
一
九
○
九
年
一

月
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
印
画
具
冒
昌
脚
日
冨
凹
冒
の
国
立
実
験
治
療
研
究
所
に
移
り
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
圃
画
ロ
一
国
胃
胃
彦
の
も
と
で
実
験
的
化
学

（
四
）

療
法
の
研
究
を
行
う
事
に
な
っ
た
。
そ
の
頃
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
コ
ッ
ホ
と
共
に
、
へ
シ
ャ
ン
国
①
。
盲
目
も
が
一
八
六
三
年
合
成
し
た
ア
ト
キ
シ
ー

ル
胃
○
遺
骨
を
ア
フ
リ
カ
で
睡
眠
病
に
応
用
し
て
多
数
の
盲
目
患
者
を
出
し
た
事
か
ら
、
弟
子
の
ベ
ル
ト
ハ
ィ
ム
シ
即
匡
の
目
と
共
に
ア
ト

キ
シ
ー
ル
の
構
造
を
解
明
し
、
こ
れ
を
基
に
種
々
の
砒
素
化
合
物
を
合
成
し
て
、
そ
れ
ら
の
物
質
の
感
染
動
物
に
対
す
る
効
果
を
験
く
る
為
に

微
生
物
の
専
門
家
を
探
し
て
い
た
の
で
、
早
速
秦
に
感
染
治
療
実
験
を
分
担
さ
せ
た
。
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
前
述
の
ベ
ル
リ
ン
で
の
学
会
で
秦
が

長
年
危
険
な
・
へ
ス
ト
の
研
究
を
し
て
い
た
事
を
知
っ
て
お
り
、
且
つ
又
友
人
で
あ
る
北
里
博
士
の
推
薦
も
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
重
要
な
研
究
を

秦
に
分
担
さ
せ
る
事
に
や
ぶ
さ
か
で
な
か
っ
た
。

秦
が
実
験
を
開
始
す
る
や
、
さ
し
も
広
い
ス
パ
イ
ャ
ー
ハ
ウ
ス
の
実
験
室
は
忽
ち
実
験
動
物
で
一
杯
に
な
っ
た
。
こ
の
間
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の

言
葉
を
借
り
る
と
「
注
意
深
さ
、
精
撤
さ
、
正
確
さ
と
不
携
不
屈
の
熱
心
さ
」
に
よ
っ
て
実
験
が
す
す
め
ら
れ
、
凡
そ
三
ヵ
月
で
種
左
の
色

素
、
キ
ニ
ー
ネ
誘
導
体
、
水
銀
、
砒
素
、
ア
ン
チ
モ
ン
化
合
物
等
の
生
物
活
性
が
験
く
ら
れ
た
。
試
験
菌
と
し
て
は
最
初
人
に
病
原
性
の
な
い

ト
リ
パ
ノ
ゾ
ー
マ
が
用
い
ら
れ
た
が
、
間
も
な
く
人
に
病
原
性
の
あ
る
回
帰
熱
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
が
用
い
ら
れ
た
。
特
に
ハ
ン
ブ
ル
グ
地
方
で
流

行
し
て
い
る
悪
性
回
帰
熱
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
を
試
験
に
加
え
た
。
こ
の
病
原
体
を
接
種
す
る
と
、
一
定
時
間
後
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
は
マ
ゥ
ス
血
中
に

現
わ
れ
定
型
的
な
発
熱
を
繰
り
返
し
や
が
て
死
亡
す
る
が
、
標
品
が
有
効
な
ら
ば
発
熱
は
な
く
治
癒
す
る
の
で
効
果
が
判
定
で
き
る
。
そ
こ
で

（
五
）

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
彼
の
考
案
を
記
し
た
自
筆
の
判
読
の
困
難
な
紙
片
（
国
。
。
＠
を
研
究
者
に
渡
し
て
研
究
の
進
行
を
見
守
っ
た
（
図
１
参
照
）
。

秦
は
回
帰
熱
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
に
続
い
て
鶏
の
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
、
更
に
は
梅
毒
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
を
用
い
て
実
験
を
進
め
て
い
っ
た
。
そ
の
頃
イ
タ

リ
ー
で
梅
毒
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
が
家
兎
陰
嚢
で
継
代
移
植
が
可
能
で
あ
る
と
の
報
告
に
接
し
、
早
速
イ
タ
リ
ー
の
ベ
ロ
ナ
ぐ
貝
。
ロ
圏
大
学
に
行
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き
、
陰
嚢
梅
毒
の
入
手
と
移
植
方
法
を
学
び
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
帰
り
実
験
し
た
処
、
砒
素
化
合
物
が
梅
毒
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
に
有
効
で
あ

り
、
更
に
彼
が
六
○
六
号
と
称
し
て
い
る
砒
素
製
剤
が
見
事
に
家
兎
陰
嚢
梅
毒
を
治
癒
せ
し
め
る
事
を
発
見
し
た
。
時
に
一
九
○
九
年
六
月
の

初
め
で
あ
っ
た
。
因
象
に
六
○
六
号
の
製
造
特
許
は
同
年
六
月
十
日
と
な
っ
て
い
る
。
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
、
秦
及
び
臨
床
実
験
を
行
っ
た
シ
ラ
イ

（
六
、
七
）

や
ハ
ー
国
評
言
①
】
牙
吋
ら
は
、
一
九
一
○
年
四
月
十
四
日
ゥ
イ
ス
寺
ハ
ー
デ
ン
ミ
爵
９
号
目
で
開
催
の
第
二
十
七
回
ド
イ
ツ
内
科
学
会
で
報
告

し
、
大
セ
ン
セ
イ
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し
た
（
図
２
参
照
）
。

秦
は
同
年
九
月
留
学
期
限
が
切
れ
る
の
で
、
八
月
十
七
日
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
出
発
、
米
国
経
由
で
帰
国
し
た
が
、
六
○
六
号
と
云
う
梅
毒

治
療
薬
を
発
見
し
た
輝
か
し
い
功
績
に
も
拘
ら
ず
自
重
し
、
専
ら
六
○
六
号
の
適
正
な
る
用
法
と
同
剤
に
よ
る
徹
底
的
駆
梅
療
法
の
普
及
に
つ

と
め
、
再
三
講
習
会
を
開
き
啓
蒙
に
つ
．
と
め
た
。
と
云
う
の
も
ド
イ
ツ
で
本
剤
の
誤
用
に
よ
っ
て
屡
を
事
故
が
発
生
し
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
を
悩

ま
し
て
い
る
事
を
知
っ
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。

Ｄ
Ｉ
Ｈ
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成
し
、
ア
ク
リ
ジ
ン
誘
導
体
Ａ
幻
を
発
口

治
療
対
策
に
も
手
を
差
し
延
べ
て
い
る
。

彼
の
研
究
以
外
の
活
動
で
主
な
る
も
の
を
挙
げ
る
と
、
大
正
三
年
北
里
柴
三
郎
博
士
が
主
宰
す
る
伝
染
病
研
究
所
が
、
突
如
内
務
省
か
ら
文

部
省
に
移
管
さ
れ
た
事
に
対
し
て
北
里
博
士
は
大
い
に
怒
り
直
ち
に
所
長
を
辞
任
し
た
際
、
北
里
博
士
と
行
動
を
共
に
し
て
辞
任
し
、
新
た
に

北
里
研
究
所
の
創
立
に
尽
力
し
こ
れ
を
完
成
さ
せ
、
自
ら
は
細
菌
、
化
学
療
法
部
の
主
任
と
な
り
又
附
属
病
院
の
泌
尿
器
科
を
も
担
当
し
た
。

大
正
六
年
慶
応
義
塾
大
学
に
医
学
部
が
設
立
さ
れ
る
や
細
菌
学
教
授
を
兼
務
し
、
昭
和
六
年
北
里
博
士
逝
去
後
は
所
長
北
島
多
一
博
士
の
も

と
で
副
所
長
に
就
任
し
、
研
究
所
の
運
営
に
当
た
り
、
又
対
外
的
に
は
熱
帯
病
学
会
副
会
頭
、
中
央
衛
生
会
委
員
、
結
核
予
防
会
、
同
仁
会
理

事
、
保
生
会
理
事
長
を
つ
と
め
、
同
八
年
か
ら
は
学
士
院
会
員
と
な
っ
た
。
北
研
副
所
長
在
職
七
年
に
し
て
昭
和
十
三
年
七
月
慶
応
大
学
病
院

に
入
院
し
、
同
十
一
月
二
十
二
日
脳
軟
化
症
で
逝
去
し
た
。
享
年
六
十
六
歳
。

処
で
大
正
三
年
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
ド
イ
ツ
か
ら
サ
ル
簿
ハ
ル
サ
ン
蟹
］
く
目
間
目
の
輸
入
が
杜
絶
し
た
の
で
、
国
産
品
の
合
成
の
止
む

な
き
に
至
り
、
鈴
木
梅
太
郎
博
士
ら
の
合
成
品
の
生
物
学
的
検
定
を
受
け
持
ち
、
国
産
品
の
製
造
を
成
功
さ
せ
た
。
こ
の
製
品
は
の
ち
に
ド
イ

ツ
で
作
ら
れ
た
製
品
よ
り
も
効
果
が
優
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

秦
は
昭
和
三
年
頃
か
ら
北
里
研
究
所
の
研
究
者
を
指
導
し
て
深
達
性
消
毒
剤
の
研
究
を
行
い
、
四
○
種
以
上
に
上
る
キ
ノ
リ
ン
化
合
物
を
合

成
し
、
ア
ク
リ
ジ
ン
誘
導
体
Ａ
幻
を
発
見
し
た
。
因
象
に
本
剤
は
昭
和
九
年
浅
川
賞
の
対
象
と
な
っ
た
。
晩
年
に
は
遺
伝
梅
毒
の
現
状
調
査
と

目
闘
巳
国
昌
呂
に
つ
い
て

秦
佐
八
郎
の
業
績
を
述
べ
る
に
当
た
り
、
彼
の
師
Ｐ
・
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
と
共
同
で
発
見
し
た
六
○
六
号
の
発
見
に
到
る
経
過
に
つ
い
て
述
べ

二
後
編
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表1トリパノゾーマに有効であった色素類と砒素化合物

色素類:Benzidin色素……Trypanrot,Trypanblau,Trypanviolett

②Triphenylmethan色素……塩基性アニリン色素としてMethylenblau,

Fuchsin,Methylviolett

砒素化合物:Atoxyl

て
ゑ
よ
う
。

（
四
）

。
〈
ウ
ル
・
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
一
八
五
四
年
三
月
十
四
日
ド
イ
ツ
の
シ
レ
ジ
ア
地
方
（
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
）
の
小
村
に

生
ま
れ
、
厚
の
昏
匡
》
聾
国
器
冒
侭
》
序
言
Ｎ
侭
等
の
大
学
で
医
学
を
学
び
、
細
胞
組
織
の
染
色
理
論
及
び
染
色
方
法
に
関

す
る
研
究
論
文
に
よ
っ
て
一
八
七
八
年
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
大
学
か
ら
Ｍ
・
Ｄ
・
の
称
号
を
受
け
た
。

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
主
な
る
研
究
歴
を
辿
っ
て
み
る
と
、
凡
そ
三
期
に
大
別
で
き
る
。

第
一
期
は
三
十
代
色
素
の
研
究

第
二
期
は
四
十
代
血
清
、
免
疫
学
の
研
究

第
三
期
は
五
十
’
六
十
代
化
学
療
法
の
研
究

一
八
九
九
年
十
一
月
八
日
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
彼
の
た
め
に
国
立
実
験
治
療
研
究
所
が
設
立
さ
れ
、
所
長
と
な
る
。

（
四
）

一
九
○
一
年
九
月
志
賀
潔
入
所
。
一
九
○
二
年
十
二
月
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
宿
願
で
あ
る
化
学
療
法
の
研
究
が
志
賀
に

よ
っ
て
初
め
て
実
現
し
た
。
志
賀
は
国
ｚ
ｏ
８
ａ
（
フ
ラ
ン
ス
獣
医
細
菌
学
者
）
か
ら
分
与
さ
れ
た
、
人
に
は
病
原
性

が
な
い
が
馬
に
「
カ
デ
ラ
」
病
を
起
こ
す
ト
リ
パ
ノ
ゾ
ー
マ
阜
壱
騨
口
○
ぬ
○
日
“
且
巨
昌
ロ
日
を
マ
ウ
ス
に
接
種
し
、
発
病

さ
せ
、
こ
れ
に
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
か
ら
渡
さ
れ
た
種
々
の
色
素
を
投
与
し
て
効
果
を
験
べ
て
行
っ
た
。
一
九
○
四
年
に
至

っ
て
こ
の
ト
リ
パ
ノ
ゾ
ー
マ
に
有
効
な
る
ト
リ
・
〈
ソ
ロ
ー
ト
阜
弓
画
日
日
を
発
見
し
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
長
年
の
夢

で
あ
っ
た
化
学
療
法
の
端
緒
と
な
っ
た
。
志
賀
は
ト
リ
パ
ン
ロ
ー
ト
を
発
見
後
間
も
な
く
三
年
間
の
留
学
を
了
え
て
同

年
晩
秋
帰
国
し
た
。
し
か
し
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
研
究
所
で
の
化
学
療
法
の
研
究
は
引
き
続
き
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
こ
の

ト
リ
パ
ノ
ゾ
ー
マ
に
有
効
で
あ
っ
た
色
素
類
、
砒
素
化
合
物
は
表
１
の
通
り
で
あ
る
。
ア
ト
キ
シ
ー
ル
は
一
八
六
三
年

ベ
シ
ャ
ン
（
フ
ラ
ン
ス
）
に
よ
っ
て
合
成
さ
れ
た
も
の
で
ト
リ
パ
ノ
ゾ
ー
マ
に
あ
る
程
度
有
効
で
あ
っ
た
が
副
作
用

（
目
の
障
害
）
が
現
わ
れ
治
療
剤
と
し
て
は
不
充
分
で
あ
っ
た
の
で
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
誘
導
体
の
研
究
を
行
っ
た
。
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（
八
）

一
九
○
五
年
シ
ャ
ウ
ジ
ン
国
詞
．
呼
冒
且
旨
と
ホ
フ
マ
ン
国
国
鳥
ご
画
ロ
ロ
ら
は
梅
毒
患
者
の
病
巣
の
塗
沫
標
本
よ
り
弓
『
８
．
月
日
秒

冨
宮
昔
日
（
梅
毒
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
）
を
発
見
し
た
。
一
九
○
六
年
三
月
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
と
弟
子
の
ベ
ル
ト
ハ
イ
ム
は
ア
ト
キ
シ
ー
ル
の
化
学
構

造
を
し
ら
べ
た
結
果
、
ア
ル
ザ
ニ
ー
ル
酸
（
ど
め
冒
段
目
。
）
即
ち
、
５
価
の
砒
素
化
合
物
で
あ
っ
て
、
砒
素
が
ベ
ン
ゼ
ン
核
に
直
接
結
合
し

て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
更
に
《
冨
琶
ミ
。
で
は
毒
性
が
低
く
、
抗
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
活
性
を
示
さ
な
か
っ
た
が
、
胃
電
首
で
は
砒
素
が
還
元
さ
れ

て
３
価
と
な
り
、
抗
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
活
性
を
示
し
、
所
謂
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
還
元
説
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
○
六
年
九
月
六
日
、
銀
行
家
ｏ
８
晶
移
皇
。
筍
の
未
亡
人
フ
ラ
ン
チ
ス
ヵ
印
画
昌
鳥
冨
留
２
９
が
化
学
療

』
ｊ

法
の
研
究
の
た
め
に
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
研
究
所
の
隣
に
①
８
侭
‐
智
①
滞
蜀
‐
国
鼬
易
を
建
て
て
寄
贈
し
、
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ

タ
タ
ー
一
へ
Ｊ
へ
が
所
長
を
兼
務
し
た
。

ロ
タ
ロ

ピ
一
ピ

一
九
○
七
年
イ
タ
リ
ー
・
ゞ
ヘ
ロ
ナ
大
学
で
梅
毒
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
が
家
兎
睾
丸
、
陰
嚢
で
継
代
接
種
が
出
来
る
事
を

表2

実験動物：‐マウス，ラット，家兎，鶏

試験菌:OBorreliarecurrentis(回帰熱スピロヘータ）

②Borreliaanserina(鶏スピロヘータ）

③Treponemapallidum(梅毒スピロヘータ）

発
表
し
た
。

一
九
○
八
年
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
免
疫
学
の
研
究
、
特
に
解
胃
鼻
①
胃
目
号
８
号
（
側
鎖
説
）
の
提
唱
に
よ
る
功
績

に
よ
り
ｚ
３
巴
賞
を
授
与
さ
れ
た
。

一
九
○
八
年
一
月
、
秦
佐
八
郎
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
国
立
実
験
治
療
研
究
所
に
入
所
し
、
所
長
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ

の
命
に
よ
り
化
学
療
法
の
研
究
を
開
始
し
た
。
即
ち
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
指
導
の
も
と
に
化
学
者
ベ
ル
ト
ハ
イ
ム
が
合

成
し
た
種
々
の
薬
品
を
用
い
て
秦
が
動
物
実
験
を
行
い
効
果
を
験
く
る
事
に
な
っ
た
。
場
所
は
一
九
○
六
年
寄
付
さ

れ
た
ス
パ
イ
ャ
ー
ハ
ウ
ス
ニ
階
に
二
室
が
与
ら
れ
、
一
室
は
動
物
室
に
あ
て
ら
れ
た
。
実
験
動
物
及
び
試
験
菌
は
表

２
に
示
す
。
。
ヘ
ル
ト
ハ
イ
ム
が
合
成
し
た
標
品
は
、
秦
に
よ
っ
て
先
ず
急
性
毒
性
Ｐ
ｂ
ｇ
）
が
し
ら
べ
ら
れ
、
次

に
Ｑ
弓
（
最
小
有
効
量
／
最
大
耐
量
）
即
ち
治
療
係
数
８
胃
冒
。
号
。
３
回
⑦
冒
号
ｘ
）
が
し
ら
べ
ら
れ
効
果
が
比
較

に
○
、
弓

さ
れ
た
。
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表3砒素標品のC/T値（感染後2日目，筋肉注射）

|Dosi&ToleratalDosilcurativalC/工
1/2

1/3

1/2.5

1/3.3

1/20

1/57

0.03/k9

0.03

0.04

0.12

0.0015

0.0035

0.06/k9

0．1

0．1

0，4

0．03

0．2

1.AtoxVl

2｡Arsacetin

3.Arsanyl-Stiure+Qllecksilber

4，Arsenophenyl-glycin

5・Diamino-arsenobenzol

6.Arseno-oxyd

7.Diaminodihydroxy-arsenobenzol(606)

OHONa
lAtoxYl

O=Xg-OXH"
OHONaO

lI

O=速_GM'-&-cH:,
2Arsacetln

3Arsa'1)'l-Silure+QuecksiIver

COOH-Cm：､OAs=As-ONH-CH2-COOl[4Arsenophenyl-glycin

51)iam…rsenobenz･!NH2-OAs=As-ONH,

6Arsen…ydO=As-ONⅡ,

71)iaminodih]･droxy-arsenobenzol(606)

-q"-"-q．ⅢOI－I

XH2 NH2

図3砒素標品の化学構造式

一
九
○
九
年
五
月
末
か
ら
六
月

（
九
）

初
め
に
ベ
ル
ト
ハ
イ
ム
は
初
め
て

六
○
六
号
の
合
成
に
成
功
し
た
。

そ
こ
で
六
○
六
号
を
含
め
て
五
九

四
号
、
五
七
六
号
が
秦
の
も
と
で

同
時
に
し
ら
べ
ら
れ
て
、
六
○
六

号
の
卓
効
が
認
め
ら
れ
た
。

一
九
○
九
年
六
月
十
日
エ
ー
ル

リ
ッ
ヒ
は
六
○
六
号
の
製
造
特
許

を
申
請
し
同
日
発
効
さ
れ
た
。

こ
こ
に
ア
ト
キ
シ
ー
ル
に
始
ま

っ
て
六
○
六
号
に
至
る
種
々
の
砒

素
標
品
の
Ｑ
弓
値
を
、
鶏
ス
ピ

ロ
ヘ
ー
タ
を
用
い
て
比
較
し
た
成

（
一
○
）

績
を
示
す
（
表
３
お
よ
び
図
３
参

一
九
一
○
年
三
月
十
五
日
ア
ル

（
一
一
、
一
一
一
）

ト
閥
．
ど
骨
は
五
○
例
の
梅
毒
患

者
に
六
○
六
号
を
注
射
し
て
臨

昭
。
。

、
ノ７

／
ｋ287



表4回帰熱（マウス）に対する606号の治療成績５
参
照
）
。

一
九
一 注蔚富達坪数 1回’2回’3回
○
年
八
月
十
七
日
頃
、
秦
は
三
年
間
の
ド
イ
ツ
滞
在
を
了
え
た
の
で
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
去
り
米
国
経
由
帰
国
し
た
。
そ
の
後
間

０
０
０
０

０
０
０
０

０
０
０
０
５
０
０

０
０
０
，
，
，
，

６
７
８
１
１
２
３

ｅ
●
、
Ｄ
ａ
ｇ
■
■
⑧
。
●
凸
■
●

１
１
１
１
１
１
１

100％

100

100

75

18

10

0

－％’－％

０
５
０
０

０
７
６

１ ０
０
３
０

０
０
３

１
１

表5家兎陰嚢梅毒に対する606号の治療成績

ウサギ梅毒治療成績（1回静脈内注射）

’
投与量
prokg

Dosistolerata

(最大耐量)との関係
スピロヘータ消失
までの時間

完全治癒まで
(合併症のない例）

５

４
３
２
１
１

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

５

０

２
３
５
７
１

ノ
ノ
ー
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

ー
１
１
１
１

24時間以内

24

24

24

2日

週３
３
３
３
３

一
一
一
一
一

２
２
２
２
２

４
０
１
２

ノ
ノ
ノ
ノ

ー
１

５７
５
０
０
０
０
０
０

2～3日

2～3

例

３
４
）
）
（
（
２
３

外1例

４
３
０
０
０
０
０
０

５
０
２
３

〃
ｊ
〃
ノ

ー
１

30日後

残存

不治

床
試
験
を
行
い
効
果
を
確
認
し
、

冒
曽
３
．
ミ
ミ
急
さ
３
．
に
発
表
し
た
。

一
九
一
○
年
四
月
十
四
日
ウ
ィ
ス

バ
ー
デ
ン
で
開
催
の
第
二
十
七
回
ド

（
六
、
七
）

イ
ッ
内
科
学
会
で
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は

新
し
い
砒
素
化
合
物
の
シ
行
①
日
ｏ
目
ｏ

ｏ
胃
ｇ
ｏ
吾
命
圃
凰
。
を
、
秦
は
○
胃
日
。
‐

（
一
ハ
）

昏
日
苔
尉
与
国
響
胃
筐
ｏ
い
の
ロ
、
六
○

六
号
の
動
物
実
験
結
果
を
、
シ
ラ

イ
バ
ー
及
び
ホ
ッ
・
へ
は
固
胃
胃
亨

国
騨
国
勢
唖
胃
砦
胃
昌
（
ｇ
ｅ
の
臨
床
実

験
の
成
績
を
夫
を
発
表
し
て
多
大
の

セ
ン
セ
イ
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ
し

た
（
ロ
ミ
§
、
ミ
ミ
．
ご
琴
３
．
国
Ｉ
目
》

、
四
画
ご
』
①
』
つ
）
Ｏ

こ
こ
に
秦
が
発
表
し
た
六
○
六
号

の
動
物
実
験
成
績
を
示
す
（
表
４
、
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（
一
○
）

出
版
さ
れ
た
。

も
な
く
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
・
秦
共
著
の
《
《
貝
の
團
胃
冒
巨
ｇ
区
］
①
Ｏ
胃
昌
昌
目
●
§
尉
号
門
由
冒
筥
ｇ
》
・
が
ベ
ル
リ
ン
の
旨
冒
の
普
鼻
品
。
【
・
よ
り

●

一
九
一
○
年
十
二
月
、
そ
れ
ま
で

社
（
旨
①
胃
ｑ
》
Ｆ
一
』
。
旨
い
厚
胃
旨
侭

》

表6国産606(13）

|製造販売国産商品名 年 研究者

大4鈴木，秦，後藤，荒木

大4松原，岩垂，宮川

大4慶松，中橋，池田，高橋

大9丹波，服部，和田，一橋

大6久原，松宮

アルサミノール

ネオアルサミノール

エーラミゾール

ネオェーラミゾール

アーセミン

ネオァーセミン

タンバルサン

サヴィオール

ネオサヴィオール

三共

万有

第一製薬

国産製薬

日本新薬

エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
研
究
所
で
製
造
分
配
さ
れ
て
い
た
六
○
六
号
は
、
試
験
希
望
者
が
殺
到
し
た
為
へ
キ
ス
ト

染
料
会
社
）
か
ら
サ
ル
ヴ
ァ
ル
サ
ン
蟹
］
く
胃
の
四
国
（
ラ
テ
ン
語
で
世
ぐ
目
①
は
〃
救
う
川
意
朱
）
と
命
名

一
九
○
七
年
ｏ
農
邑
社
の
ベ
ン
ダ
Ｆ
且
乏
揖
犀
旨
§
は
ｚ
旨
。
吾
。
昌
厨
風
ご
愚
冒
①
を
造
り
、

ス
パ
イ
ャ
ー
ハ
ゥ
ス
に
送
っ
た
。
そ
し
て
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
か
ら
こ
の
標
品
は
興
味
あ
る
旨
の
返
事

が
あ
っ
た
。
然
し
当
時
ス
パ
イ
ャ
ー
ハ
ウ
ス
に
は
未
だ
真
空
装
置
が
無
く
、
又
画
風
ｇ
ｏ
嘗
の
ｇ
］

を
取
り
扱
っ
た
経
験
が
無
い
の
で
、
こ
の
新
化
合
物
は
還
元
さ
れ
る
事
な
く
生
物
部
へ
送
ら
れ
、

ロ
ー
ェ
ル
両
○
の
匡
ら
に
よ
っ
て
動
物
実
験
が
な
さ
れ
た
が
格
別
の
こ
と
は
無
か
っ
た
（
効
果
を

示
さ
な
か
っ
た
）
。

一
九
○
九
年
に
至
り
ベ
ル
ト
ハ
イ
ム
が
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
の
命
に
よ
り
初
め
て
思
閏
‐
・
道
‐
冒
胃
。
‐

“
厨
９
．
胃
冒
巳
を
合
成
し
て
、
秦
が
動
物
実
験
し
た
処
、
梅
毒
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
に
対
し
て
す
ば
ら

し
い
効
果
を
認
め
た
。

こ
の
説
に
よ
る
と
、
秦
が
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
研
究
所
に
行
く
以
前
に
六
○
六
号
ら
し
き
も
の
を

証
）
か
ら
サ
ル
ヴ
ァ
ル
サ
ン
蟹
］
ぐ
目
の
四
国
（
ラ
テ
ン
語
で
世
ぐ
目
①
は
〃
救
う
″
意
味
）
と
命
名

さ
れ
て
製
造
販
売
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。

一
九
一
五
年
八
月
二
十
日
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
は
ホ
ン
ブ
ル
グ
温
泉
場
で
永
眠
し
た
。
享
年
六
十
一

歳
。

（
九
）

。
六
○
六
号
の
発
見
に
ま
つ
わ
る
一
説
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C6H5NH2+H3AsO4－H2N-C6H4-ASO3H2

§HO_<二>AsOMH,
ジアゾ化

:HO_《二》AsO3H2
ニトロ化

NO2

三＝HO－<二>-As=As-<二>_OH
還元

(黙;醗酸)Nn｡NH｡
図4606号サルヴァルサンSalvarsanの製法

ａＮＯＳ

皿
迩
一
Ｈ

ゴ
ー
Ｎ

嫁
ぐ

ＳＡＳＡ、
、
／
／
ｎａ

に
ｌ
蝿ａ

Ｏ
Ｏ
Ｈ
ｅＮ５図

大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
七
月
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
し
て
、
ド
イ

ツ
よ
り
サ
ル
ヴ
ァ
ル
サ
ン
の
輸
入
が
杜
絶
す
る
や
、
至
急
国
内
需
要
の
た
め

に
国
産
品
の
製
造
の
已
む
な
き
に
至
り
、
白
羽
の
矢
が
東
大
教
授
鈴
木
梅
太

郎
博
士
に
立
て
ら
れ
た
。
博
士
は
後
藤
、
中
村
博
士
及
び
世
良
学
士
等
を
し

て
合
成
研
究
を
行
わ
し
め
、
同
年
十
二
月
合
成
に
成
功
し
、
三
共
㈱
で
製
造

を
行
い
、
い
よ
い
よ
患
者
に
使
用
す
る
た
め
秦
に
検
定
を
依
頼
し
て
来
た
。

秦
の
検
定
結
果
に
よ
る
と
、
初
期
の
頃
の
製
品
は
ド
イ
ツ
製
品
に
比
べ
て
毒

性
が
強
く
到
底
使
用
不
可
能
で
あ
り
、
更
に
包
装
、
均
一
性
に
問
題
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
改
良
を
加
え
、
Ｆ
ｇ
望
製
品
か
ら
よ
う
や
く
合
格
品
が
造
ら

れ
る
様
に
な
っ
た
。
一
方
実
験
動
物
で
も
均
一
性
が
問
題
と
な
り
種
倉
検
討

さ
れ
、
つ
い
に
は
ド
イ
ツ
製
品
よ
り
も
副
作
用
の
少
な
い
製
品
が
出
来
て
、

ど
箇
目
旨
。
］
の
商
品
名
で
販
売
さ
れ
た
。
ア
ル
サ
ミ
ノ
ー
ル
と
前
後
し
て
別

ベ
ン
ダ
が
合
成
し
て
ス
パ
イ
ヤ
ー
ハ
ウ
ス
に
送
っ
た
が
、
当
時
ス
パ
イ
ヤ
ー

ハ
ウ
ス
に
は
梅
毒
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
は
無
く
、
実
験
は
ト
リ
・
ハ
ノ
ゾ
ー
マ
で
行

わ
れ
、
そ
の
成
績
が
陰
性
で
あ
っ
た
事
に
な
る
。
そ
の
後
六
○
六
号
の
動
物

実
験
が
再
三
行
わ
れ
た
結
果
、
秦
の
成
績
が
正
し
い
事
が
証
明
さ
れ
た
と
云

う
の
で
あ
る
。

白
国
産
サ
ル
ヴ
ァ
ル
サ
ン
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塩
酸
塩
で
、

保
存
す
る
。

ｚ
①
○
‐
函
巴
ぐ
閏
思
目
（
ｚ
○
．
凹
む

サ
ル
ヴ
ァ
ル
サ
ン
に
ロ
ン
ガ
リ
ッ
ト
８
国
四
○
国
あ
○
画
ｚ
Ｐ
凸
函
四
○
）
を
作
用
さ
せ
て
製
造
す
る
。
中
性
で
水
に
易
溶
と
な
り
容
易
に
注
射
で

き
る
（
図
５
参
照
）
。
六
○
六
号
は
最
初
塩
酸
塩
と
し
て
市
販
さ
れ
た
の
で
、
使
用
に
先
立
っ
て
苛
性
曹
達
で
ア
ル
カ
リ
性
と
な
し
、
大
量
の

無
菌
水
に
溶
解
し
て
注
射
液
を
調
整
し
た
の
で
、
使
用
に
際
し
て
熟
練
を
要
し
た
が
、
ネ
オ
サ
ル
ヴ
ァ
ル
サ
ン
が
製
造
さ
れ
て
か
ら
は
注
射
液

の
調
製
が
容
易
に
な
っ
た
。

（
一
三
一
）

の
研
究
者
に
よ
っ
て
も
合
成
さ
れ
、
別
の
会
社
か
ら
表
６
の
如
く
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

サ
ル
ヴ
ァ
ル
サ
ン
の
発
見
に
よ
っ
て
、
そ
れ
迄
人
類
を
悩
ま
し
て
来
た
梅
毒
の
治
療
が
可
能
に
な
り
、
人
類
に
多
大
の
幸
福
を
薇
し
た
が
、

戦
後
．
ヘ
ニ
シ
リ
ン
を
始
め
と
す
る
多
く
の
抗
生
物
質
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
は
、
梅
毒
の
特
効
薬
サ
ル
ヴ
ァ
ル
サ
ン
も
そ
の
位
置
を
抗
生
物
質
に

譲
る
事
に
な
っ
た
。
そ
の
主
な
る
理
由
は
、
抗
生
物
質
は
そ
の
効
果
に
比
べ
て
毒
性
が
低
く
副
作
用
が
少
な
く
、
安
心
し
て
使
用
で
き
る
か
ら

石
渡
、
夏
目
、
岡
本
ら
の
『
有
機
化
学
Ⅱ
』
十
八
版
（
昭
和
五
十
三
年
七
月
十
五
日
）
に
よ
れ
ば
、
サ
ル
ヴ
ァ
ル
サ
ン
の
製
法
は
、
ア
ニ
リ

ソ
と
砒
酸
か
ら
ア
ル
ザ
ニ
ー
ル
酸
が
合
成
さ
れ
、
図
４
に
示
す
順
序
を
経
て
サ
ル
ヴ
ァ
ル
サ
ン
に
至
る
。
い
わ
ゆ
る
サ
ル
ヴ
ァ
ル
サ
ン
は
こ
の

塩
酸
塩
で
、
黄
色
粉
末
、
不
安
定
で
空
気
中
で
酸
素
に
よ
り
酸
化
さ
れ
る
の
で
、
二
酸
化
炭
素
ガ
ス
又
は
窒
素
を
満
た
し
た
管
中
に
封
入
し
て

で
あ
る
。

二
四
）

四
サ
ル
ヴ
ァ
ル
サ
ン
の
製
法

⑤
そ
の
後

処
で
六
○
六
号
は
化
学
療
法
剤
第
一
号
と
し
て
一
九
一
○
年
以
来
、
。
ヘ
ニ
シ
リ
ン
が
普
及
す
る
一
九
五
○
年
に
至
る
凡
そ
四
十
年
間
梅
毒
の
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撲
滅
に
貢
献
し
て
来
た
。
現
在
そ
の
役
割
を
抗
生
物
質
が
果
た
し
て
い
る
が
、
凡
そ
有
効
な
る
化
学
療
法
剤
が
発
見
さ
れ
て
も
、
こ
れ
を
連

用
、
乱
用
す
る
と
必
ず
耐
性
菌
が
発
生
し
て
遂
に
無
効
に
な
る
事
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
か
つ
て
有
効
性
を
誇
っ
た
サ
ル
フ
ァ

剤
が
耐
性
菌
の
出
現
に
よ
っ
て
そ
の
位
置
を
失
っ
た
。
従
っ
て
現
在
黄
金
時
代
を
迎
え
て
い
る
抗
生
物
質
も
安
閑
と
し
て
居
ら
れ
な
い
。
そ
れ

に
は
絶
え
ず
よ
り
有
効
な
新
薬
を
探
す
研
究
と
共
に
薬
剤
の
耐
性
問
題
の
研
究
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

文
献
お
よ
び
注

謝
辞

こ
の
講
演
に
当
た
り
ご
意
見
並
び
に
参
考
文
献
等
を
お
送
り
下
さ
れ
た
北
里
研
究
所
名
誉
部
長
添
川
正
夫
博
士
に
深
謝
し
ま
す
。

へへへ

○九八
レゼ軍

／一、

七
一ノ

〆、戸､／~、へ／~、戸、

六秀四二三一

Lノン嘗一必ゞ

固
｝
〕
凰
月
戸
国
斡
冒
》
、
旦
貝
①
号
①
門

》
亜
デ
ー
ミ
芦
③
四
ヶ
騨
旦
⑦
ロ
（
』
の
Ｈ
Ｃ
）

藤
野
恒
三
郎
日
本
細
菌
学
一

○
吋
①
票
己
四
三
房
弔
四
昌
園
彦
邑

国
彦
昌
呂
〉
砲
・
〕
国
四
国
切
叩
ロ

で
己
。
四
四
ｍ
Ｊ
１
い
↑
、

固
｝
〕
匙
旨
戸
串
閂
斡
室

秦
八
千
代
秦
佐
八
郎
小
伝
北
里
研
究
所
一
九
五
二
年

○
○
斤
ｇ
＆
も
名
の
騒
具
の
昌
騨
ｏ
亘
８
餌
四
国
》
〆
』
国
箇
８
旨
切
言
員
⑦
色
昌
Ｑ
嗣
芦
国
箇
５
口
己
ぐ
⑤
鼠
ご
》
（
乞
曽
）

秦
佐
八
郎
論
説
集
北
里
研
究
所
、
北
里
大
学
凸
版
印
刷
（
ら
田
）

志
賀
潔
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
伝
四
版
冨
山
房
（
ら
ち
）

侭
ｇ
］
①
司
〕
葛
．
“
酔
〆
】
ｓ
闇
８
戸
口
匹
酔
国
四
ｓ
〉
時
号
。
ミ
ミ
》
鵠
や
９
１
と
侭
（
己
誤
）

国
画
国
》
ｍ
・
”
Ｑ
〕
①
日
○
号
の
国
凰
ｏ
号
門
の
凰
門
筐
○
い
の
旨
〉
×
×
ぐ
目
己
①
負
い
ｇ
、
〆
○
昌
噴
の
路
雷
崗
冒
昌
国
①
冨
巳
風
目
）
乏
尉
冨
烏
旨
（
こ
ら
）
》

日
本
細
菌
学
史
近
代
出
版
（
ら
震
）

”
弔
四
昌
園
胃
胃
Ｆ
国
ｎ
ｏ
固
く
９
首
似
己
爵
胃
匡
ｏ
島
（
ら
段
）
》
国
）
．
扇
？
と
３

国
四
国
切
叩
口
尉
①
×
も
①
国
日
①
昌
農
の
号
①
日
○
号
の
国
凰
①
Ｑ
⑦
吋
切
亘
吋
筐
○
罵
口
暫
く
９
厨
ぬ
ぐ
○
口
〕
巳
旨
、
‐
要
旨
冒
鴨
『
・
園
の
昌
巨
（
ら
己
）

騨
国
○
も
胃
咋
卑
・
Ｏ
８
ａ
冒
噸
ｘ
ｘ
ぐ
目
尻
○
国
四
・
①
鵠
雷
間
宮
目
ご
ｇ
ｏ
①
昌
且
．
、
置
冒
鳥
雪
辱
艮
寺
琴
３
．
⑭
巨
昌
〕
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※
本
論
文
は
昭
和
六
十
二
年
四
月
三
日
、
第
八
十
八
回
日
本
医
史
学
会
総
会
で
講
演
し
た
も
の
の
全
文
で
あ
る
。
抄
録
に
は
前
編
の
み
を
載
せ
た
。

啓
冨
ｏ
冨
弓
○
国
四
国
扇
○
国
⑦
呂
昏
①
日
○
胃
呂
ｇ
①
協
昏
』
目
⑦
島
。
巴
函
ｇ
①
ロ
言
、
誘
昌
目
○
号
門
巨
意
冒
ロ
．
餌
①
旨
ｇ
①
ａ
＆
）

④

。

●

●

●

閏
昌
○
口
ｍ
○
号
閏
昏
旨
鴨
〕
言
ｇ
い
ら
○
ぐ
日
昌
揖
貯
寺
画
風
四
国
）
釦
で
○
葛
国
昏
』
号
①
国
胃
員
５
侭
①
貝
四
鴇
旨
胃
ｍ
君
国
房
〉
夛
皇
】
匡
函

●

冨
画
ｏ
毎
①
吋
弔
凹
巳
国
医
島
。
彦
旨
ら
ぢ
．
シ
津
ｑ
ｏ
ｏ
ｇ
冒
四
ご
回
。
穴
津
○
日
の
閏
目
閏
三
ｓ
目
○
斤
当
○
ヶ
①
Ｃ
Ｏ
員
〕
Ｕ
号
昌
①
Ｑ
８
弓
⑦

●

ず
目
旨
民
閂
侭
具
号
①
〆
芦
国
吻
昌
○
旨
い
胃
昌
①
昌
号
巨
吻
訂
四
号
①
馬
、
臣
一
息
函
号
巨
３
尻
一
日
切
８
国
目
口
唱
ぐ
９
口
＆
岸
留
ぐ
］
８
‐

。

ｂ

も
門
①
唖
丘
①
貝
．
冒
烏
ぽ
い
も
四
も
９
号
の
四
巨
号
○
吋
乏
墜
局
堕
８
関
閏
日
ロ
①
ざ
匡
○
乏
冒
”
旨
⑦
日
函
．

』
弓
ぽ
。
目
詐
胃
丘
四
ｏ
寓
①
ぐ
①
目
①
ご
扇
島
、
四
彦
四
ｏ
匡
８
国
回
国
（
９
．
蝕
届
忍
ｌ
圏
．
旨
．
邑
尉
）

二二つC

四三二一
口四レー

甲
］
○
冒
弔
凹
巳
国
胃
屋
号

四
○
巨
昏
⑦
ｇ
ｍ
８
ぐ
①
暑
昌
、
巴
ぐ
胃
箇
目

⑭
○
旨
い
巴
ぐ
日
・
闇
目
白
回
Ｑ
①
旨
］
画
も
四
目

吟
国
○
芝
８
目
鼻
①
、
巴
ぐ
目
・
箇
旨

、
シ
ロ
目
ｐ
Ｅ
ご
旨
８
夢
①
巨
切
８
門
ぐ
ｇ
ｏ
医
①
目
○
夢
①
国
で
当
字
○
日
の
堅
く
画
尉
四
国
８
号
①
胃
①
ｍ
⑦
貝

Ｆ

●

、

古
川
明
秦
佐
八
郎
と
同
国
耳
胃
｝
】
医
学
の
あ
ゆ
み
一
三
（
己
瞳
（
ら
認
）

シ
Ｆ
屍
・
”
口
閉
ｚ
の
こ
の
鷺
⑦
国
胃
胃
］
］
‐
国
四
ｓ
》
ぬ
宮
署
目
胃
鴨
鴨
昌
辱
豆
〕
筐
？
冒
冒
３
．
ミ
ミ
．
二
言
蚤
二
的
圃
冒
宵
園
（
ら
ぢ
）

宗
田
一
日
本
の
医
療
文
化
史
ｚ
２
①
旨
さ
目
〕
四
目
１
く
弱
（
ら
器
）

石
渡
三
郎
、
夏
目
充
隆
、
岡
本
敏
彦
有
機
化
学
Ⅱ
（
芳
香
族
有
機
金
属
、
ヒ
素
化
合
物
）
さ
甲
Ｌ
ｓ
（
忌
駕
）

、
固
る
匡
詩
閏
昼
醇
昌
昌
①
ぐ
臼
弓
①
ご
厨
ａ
の
堅
固
旦
昌
目
函
四
国

す
ぐ
弓
昌
匡
国
シ
弓
少
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